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表2

通常第一審における罪名別終局人員の身柄処遇状況

（昭和62年、平成2，5，8、11，14，17，20，23，26，29、令和2年～6年）－地裁

区分

勾留された

人員(B)

終局人員(A) 保釈された

人員(C)爆鰭Gた|保釈率(C/B)勾留率(B/A) 保釈率(C/B)
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5 1
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3

4

5
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79,203
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57,968

52, 502
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42,278

43,882

47,558

3, 921

3，344
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2, 817
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4，926

4, 071

3，429

3，091

2，564
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1，946

1, 747
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5，333
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4，701
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3，260
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通常第一審
事件全体

傷害

業務上

過失致死傷
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窃盗・
常習累犯窃盗
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同致死傷

詐欺

恐喝

覚醒剤
取締法違反



区分
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郷一坪一嘩一峰一皿一咄一郷一坪一錘一却一叫一郡一坪一却一狸一狸一岬一恥一却一蝿一坪一郷一理一郷一知一坪一弥一蝿一恥一羽一恥一煙

卿一畑一狸一煙一挫一蠅一卸一脈一切一獅一咽一価一鞆一卸一別一型－７’６－鯛一羽一塁鋤一錨一釧一皿一Ｆ一鯛一釦一蝿一“｜矼一妬

唖一切一燕一一坪一癖一獅一咽一抑一州一鋸一岬一乖一獅一郷一鐸一郷一一卿一“｜“｜叩一咽一吋一哩一“｜池一池一理一町｜恥一”｜鋤一皿
道路交通法

違反

出入国管理及び

難民認定法違反

(注）1 実人員である。
2 平成19年以降は自動車運転過失致死傷を含み、平成26年以降は、自動車の

運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律5条の過失運転致死傷を含

む。
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表4

通常第一審における外国人、日本人別の身柄処遇状況等（地裁）
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(注）1 実人員である。

2 本表の「外国人」とは、被告人に通訳翻訳人が付いた外国人事件の人員をいう。

3 本表にいう勾留率は終局人員に対する割合、保釈率は勾留された終局人員に対する割合

全部執行猶予率は懲役刑（3年以下）の言渡しを受けた人員に対する割合である。

4 「保釈された人員」とは、保釈保証金の納付により身柄が釈放された人員をいう。

5 （）内は各終局人員に対する割合（％〉である。



表5

通常第一審における終局人員の外国人、日本人別の勾留率、保釈率（地裁）

区分
終局人員

(A) 勾留され
た人員(B)

勾留率
(B/A)

勾留率
(B/A）

保釈され

た人員(c)

保釈され

た人員(c）

保釈率

(C/B)

保釈率

(C/B）隼茨－畳
昭和62年 61，995 45,078 72．7 11, 385 25．3

平成2年 49, 821 9,59835，300 70. 9 27．2

48，692 76.2 8,5055 37，110 22．9

54,8808 43，134 78.6 7，513 17．4！

61, 640 47,674 7，147 15．01l 77．3

75,5701.4 60, 404 79．9 8，085 113. 4!

79，203 82．3 8，760 13．4il7 65，202
通常第一審
事件全体

20 67,644 54,460 80.5 8,639 15．9

23 19．557，968 16，270 79．8 9,044

26 52，502 41, 495 9,76879．0 23．5

50，591 38，028 11, 58929 75．2 30．5

令和2年 35, 173 74.7 31．047, 117 10, 914

31．410，7833 46，735 34, 315 73．4

42，278 30, 7134 72．6 9, 891 32．2

72．8 10, 1855 43，882 31，947 3Ⅱ、9

47,558133,947 10, 956 32．36 71．4

昭和62年 10, 851 25．159，786 43，290 72．4

平成2年 47,560 33，337 70．1 9，186 27．6

24．744,077 32．761貝
u』 74．3 8, 090

47，337 75.71 7，126 19．98 35，839

53, 690 6,813 17．040，028 74．61l1

65, 170 50, 369 7, 730 15．377．31141

68,578 54，992 8,323 15. 180．217

日本人 16．762, 032 79.3 8，19649, 20020

54，401 20．042，957 79．0 8，59023

49,269 78.3 9,336 241.238，56526

74．0 11，019 31．846,814 34,63329

令和2年 34.310,39241，933 30，329 72．3

29，852 10，270 34．441, 854 71．33

34．79,37238, 110 26,970 70. 84

70．7 9,653 34．827，76239，254

口
ａ

36.028，971 68．8 10，43042，0806

昭和62年 29．91, 788 80. 9 5342，209

平成2年 1, 963 412 21．02, 261 86．8

9．594.24，349 41155 4, 615

5.396．7 3877,2957，5438

4.47，646 334！7,950 96－211

q R
Ud U35510，035 96．514 10, 400

4.3413710，210 96．1I17 10，625

443 8．45，2605, 612 93．7外国人 20

13．74543，567 92．93, 31323

14．790．6 4323，233 2，93026

16．889．93，395 37029 3，777

令和2年 93.41 522 10．84，8445, 184

513 lll. 54，463 91. 44, 8813

5Ⅱ9 13．989．84，168 3，7434！

12. 75324，185 90. 44，6285

526 10．64,976 90．85，4786

(注） 実人員である。



通常第一審における終局人員のうち保釈された人員の保釈の時期 （昭和62年、平成2，5，8，11，14，17，20，23、26．29、令和2年～6年）－地裁

自 白 ｜|’ 否 認

表6
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(注）1 実人員である。

2 通常第一審事件全体には、自白及び否認以外に被告事件についての陳述に入らずに終局した事件を含む｡
3 1自白jとは、終局の段階において､すぺての公所事実を鯉め､かつ､法律上犯罪の成立を妨げる理由又
は刑の減免の理由となる事実を主張していない場合をいい､|否鯉｣とは、終局の段階において､公訴事実
の全部若しくは－部を争い、又は、公訴事実を認めながら法律上犯罪の成立を妨げる理由若しくは刑の減免
の理由となる事実を主張した場合及び被告人が終局の段階まで黙秘していた場合をいう｡

4 1不詳」は、保釈による釈放後、第一回公判期日前に終局した人員である｡

5 ( )内は勾留人員に対する割合(%)であり､ ［ ］内は保釈人員に対する割合（％)である。



表7

通常第一審における国選弁護人の有無別の身柄処遇状況

（昭和62年、平成2 5，8，11，14，17，20，23、26，29、令和2年～6年）－地裁

、区分
､

国選弁護人
、、J が選任され勾留された

年次、た人員(A)人員(B）
昭和62年 38，287 27，395

平成2年 29，673 20，398

5 31,028 23,627

8 37，523 29，598

11 43,611 33,752

14 56，061 44，515

17 59.837 48,887

国選弁護人

保釈率 が選任され 勾留された 勾留率
（C/B） なかった 人員(E） （E/D）

人員(D）

5.2 23,708 17,683 74．6

5. 8 20, 148 14, 902 74. 0

4－2 17,664 13，483 76.3

3.6 17,357 13,536 78．0

3．1 18，029 13，922 77．2
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(注） 実人員である

通常第一審における勾留人員のうち保釈人員の国選弁護人の有無別推移（地裁）

(参考グラフ） 坐垂奉昭和62
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表8

覚醒剤事犯とそれ以外の事件に関する保釈率比較

（昭和62年、平成2年、5，8，11，14，17，20、23，26，29年、令和2年～6年）－地裁

終局人員(A)

保釈された

人員(c)詞憲閻た|勾留率(B/A) 保釈率(C/B)
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29

令和2年
3

4

5

6

実人員である。

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

４
８
４
４
５
７
２
１
３
４
２
４
２
２
９
３

■

５
３
９

Ｌ
１
５
９
Ｚ
ａ
４
Ｑ
Ｑ
９
Ｑ

９
８

６
６
６
７
７
７
７

７
７
７
７
７
６
６
６

６

31. 6%

31.6％

25.6％

19.4％

16. 7%

14.7％

14.7％

17.4％

21.4％

24.8％

30‘8％

31.3%

31.8％

32.7％

32. 1%

32.7％

48，006

39，666

37，352

40, 508

48，677

62，065

66，888

57，307

47，029

42，834

41, 909

40, 001

40，030

37，273

39，504

42，682

７
７
５
６

０
７
３
８

９
１
０
２
６
５
２
２

０
０
４
９
０
２
７

０
７
１
７

１
１
４
７
４

９
０
６
５
８
９
７
７
５
９
０
８
８
４

８
５

Ｊ

９
ａ
ａ
ａ
５
ａ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
ａ
ａ
ａ
ａ
８
ａ

31, 399

25, 307

25，922

28，916

34，802

46，964

52，987

44, 204

35，398

31, 872

29, 421

28, 147

27, 702

25，793

27，627

29，141

通常第一審事件
（覚醒剤以外）

(注）

区分、

、、 覚醒剤事件
の全体に占

める割合

終局人員(A)
、

保釈された

人員(C)
、 勾留された

人員(B)
勾留率(B/A) 保釈率(C/B)

、
罪名

昭和62年

平成2年

5

8

1l

14

17

20

23

26

29

令和2年

3

4

5

6

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
％
％
％

８
９
６

５
５

６
１
１
５

３
３
９
７
４
４
４

０
５
６
ａ
Ｑ

８
８
９
ａ

Ｑ
９
９
９
９
Ｑ
９

１
１
１

１
１

１
１

２
２
２
２
３
２

97.8％

98.4％

98.7％

98.9％

99.3％

99.5％

99.2％

99.2％

99.4％

99.5％

99.1％

98.7％

98.6％

98.3％

98.7％

98.6％

22.6％

20.4％

23.3％

26.2％

21. 0%

17.9％

15.5％

15.3％

18. 9%

18. 4%

17．2%

15. 1%

14. 3%

11.8%

10.0％

10. 3%

８
１
０
７

７
８

７
１
５
７
９
２

７
６
３
４

７
９
６
１

４
５
８
３
６
５
１
０

６
４
１
１

４
５
８
９

３
１

９
９
４
８
５

１
９
４
３
４

，
分
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
，
９

２
２

１
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
１
１
１

１
１

１
１

９
３
８
８

２
０
５
６
２
３
７
６

３
０

０
６

７
９
８

１
７
４
１
５
７
２
０
２
１
，
２
２

０

６
９
１
２

８
４

２
２
８
６
６
０

６
９

３
８

Ｊ
７
７
ｙ
ｌ
９
，
９
，
，
ｊ
ｌ
ｌ
ｙ
ｌ
Ｆ

３
９
１
４

２
３
２
０

０
９
８

７
６
４
４

４
１

１
１

１
１
１
１
１

９
５
０
２

３
５
５
７
９
８
２
６

５
５

８
６

８
５
４
７

６
０
１
３
３
６
８
１

０
０

７
７

９
１
３
３

９
５
３
３

９
６

６
１

７
０

３
８

１
７
，
，

３
０
１
４
２
３
２
Ｑ
Ｑ
９
ａ
Ｚ
ａ
ａ
４
４

１
１
１
１

１
１

１
１
１

通常第一審
（覚醒剤）

(注） 実人員である‘



表9

通常第一審における保釈された人員の保釈保証金の分布（地裁）

50万円

以 上
100万円

末 満

1億円

以 上

500万円

以 上

1, 000万円
以 上

3, 000万円
以 上

5, 000万円

以 上

400万円

以 上

200万円

以 上

300万円

以 上
100万円

以 上

150万円

以 上
50万円

未 満
総 数

(0.2）
28

(0.0）
7

(0. 0)(0.3）
51

(0.7）
110

(0. 1)
9

(1. 9)
’289

（7.0）

1, 054

(36.4）

5,500

(12.0)

1, 819

(2.6）
386

(38.7）

5,850
昭和58年 15, 103

(0. 1)
6

(0.o)
2

(2. 0)
202

(0.8）
83

(0. 1)
10

(16.2）
1, 617

(4.9）
486

(1.2）
122

(23.8）
2,377

１戸
ｎ
Ｕ
Ｆ
院
Ｊ

Ｏ
Ｆ
【
Ｊ

庁
ノ
ー
［
〃
ｌ

ハペＪ
，

／
１
１
，
、
〕

(12. 6)

1, 256

(0.6）
60

昭和63年 9,976

(0. 1)
11

(3.0）
255

(0.2）
13

(1.7)
146

(0. 8)
72

(0. 1)
9

(26.8）

2，299

(8.3）
714

(25.1）
2，156

(30.2）

2，593

(0.3）
26

(3.4）
291

平成5年 8,585

(0.1）
9

(3.9）
279

(0. 1)
6

(2.2）
159

(1.5）
105

(0. 2)
16

(31.5）

2，242

(34.5）
2，457

(9.4）
671

(15.2)

1，079

(1.2）
86

(0.2）
13

平成10年 7，122

実人員である。

（）内は割合（％）である。

平成11年以降はデータをとっていないため、集計できない。

１
２

３

ｊ注ぐ



図1

通常第一審における勾留率、勾留延長率、保釈率、保釈請求率、保釈許可率、

平均審理期間、国選弁護人選任率及び実刑率の推移（地裁）
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(注）平成28年以降の実刑率は、実刑に処せられた人員に刑の一部執行猶予が言い渡された人員を含めて算出した



図2

主要事件の終局人員
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図3

通常第一審における勾留人員のうち保釈人員の罪名別推移（地裁）
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(注） 平成19年以降は自動車運転過失致死傷を含み、平成26年以降は自動車の運転により人を死傷させる
行為等の処罰に関する法律5条の過失運転致死傷を含む。


